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摩擦抵抗を低減する砂状粗面
移動・輸送機関（自動車、航空機、新幹線、リニア、
ドローン、etc…）の燃費向上

概要

航空機や自動車の燃費向上のために、機体や車体の表面における空気
抵抗、特に摩擦抵抗を低減することは有効である。摩擦抵抗低減の従来
技術としてリブレット加工が知られるが、流体の流れる方向とリブレット加工の
方向とが所定角度以上ずれると、かえって摩擦抵抗が増加する問題があっ
た。一方、摩擦抵抗低減を目的とした粗面の研究例は少ない。
また層流(穏やかな流れで摩擦抵抗が小さい状態)または乱流(乱れてい
る流れで摩擦抵抗が大きい状態)それぞれ個別に着目したシミュレーションは
盛んに行われているが、層流から乱流への遷移に着目したシミュレー ション
は少ない。
本発明は層流から乱流への遷移に着目してシミュレーションを行い、砂状
粗面が層流から乱流への遷移を遅延させることおよび摩擦抵抗を低減でき
ることを解明した。したがって移動・輸送機関の表面に本発明の砂状粗面
を適用すれば、摩擦抵抗を低減し、燃費の向上等が期待される。

 移動・輸送機関（自動車、航空機、新幹線、リニア、ドローン、
etc…）の燃費向上

 砂状粗面のシミュレーション方法、装置、プログラム
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